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Sheet1

						H28年度 ネンド		H29年度 ネンド		H30年度 ネンド		H31年度 ネンド		H32年度 ネンド		H33年度 ネンド



		組織改革 ソシキ カイカク







		☆「新入試」導入 シンニュウシ ドウニュウ

		高大接続・入試改革　　　　　　　　　　 コウダイ セツゾク ニュウシ カイカク









		☆汎用的能力の習得率 ハンヨウテキ ノウリョク シュウトク リツ				８０％										９０％以上 イジョウ

		汎用的能力の育成 ハンヨウテキ ノウリョク イクセイ













		☆FD/SD講習の受講者数 コウシュウ ジュコウシャ スウ				2,100人 ニン										2,250人 ニン

		教職員の　　　　　　　　　　　　　　教育力向上





		地域志向教育の　　実施 チイキ シコウ キョウイク ジッシ





















１学部で実施

地域を教育の場としたフィールドワーク，インターンシップの推進

「愛媛学」「社会力入門」を初年次必修科目として開講

地域志向型科目として「高年次教養科目」「キャリア形成セミナー」を開講

授業改善の優良事例を「授業改善の事例集」の発行等により普及

クォーター制の導入，双方向・参加型授業等のアクティブ・ラーニングの充実

卒業生に対する企業等からの評価を調査する方法と内容の検討・試行

卒業生に対する企業等からの評価に関する調査の実施及び分析結果の共有

社会共創学部を中心とした地域人材育成機能強化のための組織再編
（H２８設置・改編　社会共創学部，法文学部，教育学部・教育学研究科，農学部・農学研究科）

理学部・工学部の改組

人文社会科学（法文学）研究科，
教育学研究科の改組
医学系研究科看護学専攻博士課程の設置

平成３２年度入試において，調査書等の活用により
主体性等の評価を行う「新入試」を完全に実施

「課題研究」のルーブリック評価の作成

「課題研究」のルーブリック評価を入試で活用

FD/SDの継続的実施

入試改革の検証と充実

８７％

９０％

2,150人

2,170人

2,200人

８２％

８４％

１００％

2,130人

21.6％

１００％

１学部で実施（平成29年度全学部で達成）

学部入試をインターネット出願へ移行

21.6％
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Sheet1

						H28年度 ネンド		H29年度 ネンド		H30年度 ネンド		H31年度 ネンド		H32年度 ネンド		H33年度 ネンド



		☆「地域に密着した中核機能」を発揮した市町数 チイキ ミッチャク チュウカク キノウ ハッキ シチョウ スウ				　　　　　　

		☆新事業の創出数 シンジギョウ ソウシュツ スウ				１件／年 ケン ネン

		地域密着型研究センターの展開による「地域に密着した中核機能」の発揮状況と地域産業イノベーションによる新事業の創出 チイキ ミッチャクガタ ケンキュウ テンカイ チイキ ミッチャク チュウカク キノウ ハッキ ジョウキョウ チイキ サンギョウ シンジギョウ ソウシュツ





















		☆リカレント教育プログラムの受講者数



		地域及び地域産業に関する専門的知識・技術を有し，地域活性化のリーダーになれる人材の育成（COC･COC+事業の推進による地域活性化） ユウ イクセイ ジギョウ スイシン チイキ カッセイカ































南予水産研究センターによる「スマ」の次世代育種システムの確立と社会実装

愛媛県内の自治体・企業等とのマッチングにより共同研究・受託研究を推進（第３期中期目標期間中年平均６０件以上）

愛媛県内の自治体・企業等との連携協定締結（第３期中期目標期間中に１０件以上）

地域密着型研究センター等を活用したリカレント教育プログラムの推進（第３期中期目標期間中累計1500人以上の受講者）

新規餌料開発・次世代型育種・販売戦略・赤潮防除の研究による養殖の普及・拡大への貢献

種苗生産１０万尾達成

紙産業イノベーションセンターによる「ＣＮＦ」の実用化に向けた産学官連携拠点の構築

製造コストの低減・簡易評価技術の開発・地場産業との共同開発・産官学連携のプラットフォームの構築

地域と連携した研究の推進（第３期中期目標期間中累計２４０件以上）

COC･COC+事業の後継となるセンターの在り方を検討

地域密着型研究センター，サテライト拠点等を活用したCOC公開講座等の推進

センターの設置（H31）及び継続的な事業実施

１件／年

２件／年

３件／年

１５０人以上

調査試行

１５市町以上

２０市町

３件／年以上

産学官連携で地域密着型のヘルスケア産業の創出（中予地域における健康・長寿プラットフォームの創生）

２００人以上

１０市町以上

地域協働センター西条の設置（H28）

地域協働型センターの設置（H31）

地域協働型センターの設置（H33）
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						H28年度 ネンド		H29年度 ネンド		H30年度 ネンド		H31年度 ネンド		H32年度 ネンド		H33年度 ネンド



		




		先端研究拠点の
研究推進



















		新たな
研究拠点形成 アラ ケンキュウ キョテン ケイセイ






























	【色をこれに揃える】70_全体パッケージポンチ絵
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	70_全体パッケージ工程表
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	戦略に関する進捗状況（ポンチ絵）
	�①目的意識の高い学生の確保��愛媛大学が基幹校となり、四国５国立大学で開発したインターネット出願システムを用いて「活動報告書」や「志望報告書」を活用するとともに、調査書の点数化を進めることで、多面的・総合的評価による入学者選抜を推進した。������������������②汎用的能力を備えた学生の育成��アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の展開や、準正課教育や正�課外教育を含む大学生活全体を通して、学生が「愛大学生コンピテンシー」（愛媛大学の学生として卒業時に身につけていることが期待される能力）を習得できるよう、多様な機会を提供した。��※準正課教育とは、通常の授業とは別に、学生が自ら進んで取り組　�　 む活動やプロジェクトを教 職員が責任を持ってサポートし、学びの�　 機会を提供していく教育活動や学生支援活動��������������③教職員の能力開発（ＦＤ/ＳＤ）��学生が期待される能力を�確実に身に付けられるよ�う、本学の教職員1,400�人を対象として、本学独自�の高度なFD/SD講習を開�講した。さらに、自大学の�みならず他大学の教職員�にも提供し、全国の高等教�育機関の能力開発のため�の拠点としても取り組んだ。�����������
 

	ADP917E.tmp
	�①目的意識の高い学生の確保��愛媛大学が基幹校となり、四国５国立大学で開発したインターネット出願システムを用いて「活動報告書」や「志望理由書」を活用するとともに、調査書の点数化を進めることで、能力・意欲・適性等を多面的・総合的に判定する入学者選抜を推進した。������������������②汎用的能力を備えた学生の育成��アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の展開や、準正課教育や正�課外活動を含む大学生活全体を通して、学生が「愛大学生コンピテンシー」（愛媛大学の学生として卒業時に身に付けていることが期待される能力）を習得できるよう、多様な機会を提供した。��※準正課教育とは、通常の授業とは別に、学生が自ら進んで取り組　�　 む活動やプロジェクトを教職員が責任を持ってサポートし、学びの�　 機会を提供していく教育活動や学生支援活動��������������③教職員の能力開発（ＦＤ/ＳＤ）��学生が期待される能力を�確実に身に付けられるよ�う、本学の教職員約1,400�人を対象として、本学独自�の高度なFD/SD講習を開�講した。さらに、自大学の�みならず他大学の教職員�にも提供し、全国の高等教�育機関の能力開発のため�の拠点としても取り組んだ。�����������
 

	ADPA1B7.tmp
	�①目的意識の高い学生の確保��愛媛大学が基幹校となり、四国５国立大学で開発したインターネット出願システムを用いて「活動報告書」や「志望理由書」を活用するとともに、調査書の点数化を進めることで、能力・意欲・適性等を多面的・総合的に判定する入学者選抜を推進した。������������������②汎用的能力を備えた学生の育成��アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の展開や、準正課教育や正�課外活動を含む大学生活全体を通して、学生が「愛大学生コンピテンシー」（愛媛大学の学生として卒業時に身に付けていることが期待される能力）を習得できるよう、多様な機会を提供した。��※準正課教育とは、通常の授業とは別に、学生が自ら進んで取り組　�　 む活動やプロジェクトを教職員が責任を持ってサポートし、学びの�　 機会を提供していく教育活動や学生支援活動��������������③教職員の能力開発（ＦＤ/ＳＤ）��学生が期待される能力を�確実に身に付けられるよ�う、本学の教職員約1,400�人を対象として、本学独自�の高度なFD/SD講習を開�講した。さらに、自大学の�みならず他大学の教職員�にも提供し、全国の高等教�育機関の能力開発のため�の拠点としても取り組んだ。�����������
 




